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農 山村 にお け る コ ミュニ ケ ー シ ョン と

イ ンター ネ ッ ト

ー〈地域社会〉とく仮想社会 〉一

野 崎 賢 也

は じめ に

電子 メディアの発達、特 にイ ンターネッ トの普及 によって、メデ ィア論 ・コミュニケー

シ ョン論はます ます隆盛 を極めようとしている。た しかに、新たなコミュニケー ションの

可能性が飛躍的に広がったことは疑いな く、今 日の社会は何 らかの変化 ・変動 を始めてい

るという認識は一般 的なものにな りつつ ある(例 えば【吉見,1994】、[岡部,1996】)。 そうし

たメディアや コミュニケーシ ョンをめ ぐる議論で強調 されるのは、ヴァーチャル〈仮想 〉

空 間の中での関係性、そ してリアリティの多層性 ・多様性 とその変容であ り、メデ ィアと

権力の政治学 であるω。あるいは、 「ユー トピア」 としてのネ ットワーク社会への熱烈な

願望であ り、逆 に、 「ブーム」 としての電子 メディア社会論に警鐘 を鳴 らしなが ら実践の

場 においての変化 を過小評価 しようとする議論 もある¢)。

サ イバースペース(電 脳空間)と いう新たな社会空 間内でのコミュニケーシ ョンについ

て議論が発展 し、 よりいっそう混沌 としてい く一方で、それ らの新たなコミュニ ケーシ ョ

ンが現実の生活世界 とどの ような関わりを持ち始めているのか、具体的にどのよ うな変化

を産みだ しつつあるのか、〈仮想社会〉とく現実社会 〉の境界(接 触面)を 実践 の現場か

ら積極的に取 り上げている報告は未だに少ない。現在必要なのは、未来への予言ではな く、

実践の場面 に基づいた具体的な報告 を積み重ねてい く作業ではないだろうか。

そ して、こうしたく仮想社会〉の刺激によるコミュニケーシ ョン形態の変動 を探る際 に、

その調査 の対象 とされ関心が払われるのは、ほとんど例外な く現代 の都市化 された社会や

都市文化の産み出す出来事 であ り、 ビジネスや若者や風俗 といったキーワー ドに よって語

(1)こう した流れの議論の例 と して【吉見
,1994】、【今田,1993】、[西 垣,1995】な どがあげ られる。

〔2例えば
、[佐 藤,1996】で は、 ビジネスや企業 ・組織につ いて議 論 されているけれ ども、現

実の地域社会の中での生活 レベルでの変化 という視点は見ることがで きない。
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られる現象であって、そこには一方的な偏 りが存在 している。

この意味で、〈地域社会 〉という単位が未だ相対的 に重要な意味 を持つ現在の農山村 に

おけるコミュニケーシ ョンについて、新 しいメディアによるく仮想社会〉との遭遇 という

経験 とそれによる変化 を記 してお く価値 は十分に存在するはずである。過去、農村社会に

おけるコミュニケーシ ョン研究は、イエやムラ、あるいは地域 とい う枠を当然の前提 とし

て行われて きたけれども、現在 の変化は従来の枠を超 えた新たな社会関係が構築 されてい

く可能性 を示唆 している。 こうした状況 において、農 山村 とい うく地域社会〉と新たなメ

ディアが創 り出すく仮想社会〉との間を対象にしたコ ミュニケーション研 究はその端緒に

ついたばか りであ り、研究の方向は確立 されているわけではない。〈地域社会〉の視点か

らく仮想社会〉との諸関係 を位置づけてい く作業は、 まず手探 りで始めなければ ならない

のである。

本稿では、この ような課題 の下に1990年 代半 ばの農山村が、新 たな電子 メディア ・ネッ

トワークにどのように対応 しく仮想社会〉と関わってい くのか、それによってどの ような

変化が起 こっているのか、 そして高度成長期以降の農山村の変容 とい う歴史的文脈の なか

で現在の経験 はどのような意味 を持っているのか、こ うした幾つかの関心 をもとに筆者が

ボランティアとして関わっ た地域活動の一つの事例を取 り上げてい きたい。現時 点におい

ては、イ ンターネットなどの新 たな電子メデ ィアが社 会に浸透 しつつある初期の段階であ

ることか ら、本稿は早急 に結論 を導 きだす という形を とらず、現在進行形のプロ ジェク ト

をラフなスケ ッチのレベルで報告することを第一の 目的 とする。農山村 というく地域社会

〉が新たなメディアと接触 し経験を蓄積 してい く、その 「始 まり」のあ り方を素描 してお

く必要があると考えるからである。

1〈 地域社会〉と電子メディア ・ネッ トワークの遭遇

初 めに、〈地域社会〉におけるコミュニケーションに焦点をあわせ た研究についてその

成果 を整理 してお く必要があるだろう。

最近の例 として、地域情報 システム としてのCATV(ケ ーブルテレビ)に ついての詳細

な研 究が行 われている【東京大学社会情報研究所,1996】(3)。CATVの 導入 ・発展 の段階を簡

単 にまとめると、まず難視聴対策 として電波受信条件の悪い地域に導入 されたこ とからそ

の利用が始ま り(1)、次 に、自主放送 を行 う 「地域メデ ィア」 としてのCATVが 登場 し(2)、

(3℃ATVに つ い て の 研 究 と して は
、[児 島 ・橋 本,1996】 第12章 な ど も参 考 に した 。
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その後規模拡大 と多チ ャンネルを特徴 とする都市型ケーブルテレビの発展(3)、 様々な通信

サー ビスを展 開するケーブルテ レビの登場(4)まで、現時点で4段 階に整理することがで き

る。

このCATVの 発展の歴史 から分かることは、CATVが 対象 とするく地域社会 〉が より都

市化 ・大規模化す る方向にあること、お よび従来のマスメディアの延長 としての性格(情

報の一方通行)を 未だ脱 していず、双方向のコミュニケーシ ョンの実現は現時点で可能性

の段階に止 まっていることの2点 である。 〈地域社会〉の観点か ら見 ると、CATVは よ り

小 さなく地域 〉を対象 とす ることか ら始 まり、その後 はビジネスとしての側面が追求され

大規模化=都 市化 という流 れで発展 してお り、小規模 な 「地域メディア」 として の性格は

逆 に薄れて きてい るの が現状であると考 えられる。また、CATVは 上記(2)の段階以降、双

方向通信の手段 としての可能性が注目されていながら、双方向性の実用化 に向けて まだ多

くの問題が残っているといえる。

ここでく地域社会 〉 におけ るコ ミュニ ケー シ ョンとい う視点 か らメデ ィア として の

CATVの 現状 をまとめてみ ると、大規模 な設備投 資が必要であ ることか らよ り小 さな単位

を対象 とすることは不可能であること(ハ ー ド面)、 地域内外へ の双方向コミュニケーショ

ンの手段 としては不十分であ り従来のマスコミと同様 に 「中央」からの一方的な情報流通

という形が一般的であること(ソ フ ト面)が あげ られるのではないだろうか。

またく地域社会 〉のコミュニケー ションを考える際に、CATV以 外のメディア として重

要であると考えられるのは地域のパ ソコン通信(BBS)で あろう。例えば、農業の情報 を

扱 う地域 レベルのパ ソコン通信ネ ットは、1995年 末の時点で 日本全国に80局 以上存在 し

ている[農業情報化年 鑑1996】。非公開のネ ッ トやごく小 さな草の根 レベルの もの も含める

と、100以 上の農業情報 を扱 う地域パソコン通信 ネ ットが開局 していることになる。こ

れは単純 に1都 道府県 に2つ 以上の割合だと考えるこ とがで きる。 こうした農業関係のパ

ソコン通信 ネッ トは、市町村 を中心 とする自治体 レベ ルの ものや広域農協 などを中心 とす

る郡単位の ものか ら、農家 自ら構築する草の根 レベルのネ ットまで既 に数多 く存 在 してい

る。

けれ ども、地域のパ ソコ ン通信 ネッ トワークについての研究は極端 に少ないのが現状で

あるω。上にあげた農業分野のパ ソコン通信ネ ッ トは一つの例 として、こ うした農山村 の

「情報化」、言い換えればく地域社会〉における 「双 方向」の電子 メディア ・ネ ッ トワー

(4}大分 県の地域パ ソコン通信ネ ットCOARAを フ ィール ドに しての研究1成 田
,1992,1993】 な

どがあるが、その主要な対象 は個人のコミュニケーシ ョンについ てであ り、〈地域社会〉との関連

性は重視 されていない。
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クの普及状況は、現代社会 のメディアや コミュニケー ションを語 る際 に見落 とされが ちな

部分だ といえよう。こうした農業情報に代表 される地域ネッ トワークについて、技術や ビ

ジネス とい う側面から論 じられる機会はそれなりに存在 しているけれ ども(5》、〈地域社会

〉の中でのコミュニケーシ ョン、あるいはく地域社会 〉を越えたコミュニケーシ ョンとい

う観点か らの社会学的研究は非常 に少ないのである。

このような研究状況の中、琵琶湖 をめ ぐる地域BBS「 湖鮎ネ ット」について、その創始 ・

運営者である嘉 田 ・大西 による 「一人称」で の報告【嘉田 ・大西,1996】は、〈地域 〉を意識

した例外的なネッ トワーク研究ということができる。 「湖鮎ネッ ト」立ち上げの経緯から、

そのネ ットが意図 した方向 と影響、そ して成果が詳 し く報告 されている。例 えばパソコン

通信 の特徴 として、電子 メディアの即時性 ・遠隔地通信 とい う一般的な特性 に 「蓄積性」

「非同期性」 を持ち込んだこと、そ して従来のメディアに欠けている不特定多数 を相手に

した 「双方向性」 によって現実社会のなかでの境界 を越えてコミュニケーションが触発 さ

れ活発化することが、地域BBSと い う 「メディアをもつ ことの社会的な意 味」 として述べ

られている。

また、電子 メディアに関する議論で取 り上げられることの多い電子的 コミュニ ケーショ

ンにおけるリアリティについて、嘉田 ・大西は実践的経験 からの重要な指摘も行っている。

吉見俊哉は電子メデ ィアに よる出会い(コ ミュニケー シ ョン)の 特徴 を、 「その時間 ・空

間的な脱文脈性 において対 面的な出会いともっとも顕著な対照 をなし」、 「時間 ・空間的

な距離を無化 して しまう」 ことだと述べている晴 見,1994:p53]。 仮想現実(バ ーチャルリ

アリティ)に ついて様 々な語 りが氾濫 している現在、 こうした見解は一見妥当に思えるの

だが、嘉 田 ・大西が実践の場 を通 じて得 た感触 は 「む しろ吉見の論 とは逆であ り、電子的

コミュニケーションによる'曹文脈の再構成"が 可能ではないか」 とい うことであった[嘉 田 ・

大西,1996:p231]。 つ まり、通常は全 く無縁のそれぞれ異 なった社会空間で生活 している参

加者が、パ ソコン通信 とい う電子 メディアを介 した非対面的 ・匿名的な状況で交 わす会話

であって も、よ りリア リテ ィを持 ったコミュニケーシ ョンが構築 されてい く場合 も存在す

るというのである。

新 たな電子 メデ ィア と社 会の関係について実際のフ ィール ドレポー トが行われ るように

なったその当初 より、実践的経験 に基づいて報告されて きたのは、時間 ・空間 を越えた"

文脈 の再構成"、 すなわち人 と人 とのコ ミュニケー ションの活性化 ・濃密化の傾向であ っ

(5例えば農 業情報利 用研究会 による 「農業情報化年鑑1996」 では
、市場情報 、気象情 報、

あるいは個 々の農家の産直管理や、栽培技術への応用(遠 隔管理 や自動化)な ど、パ ソコンのネッ

トワークの様々な利用方法が検討 されている。
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た。例 えば、ラインゴール ド【Rheingold,1993】や尾野【尾野,1994】など地域BBSネ ットワーク

への実際の参加者 による報告 は、概 して電子 的コミュニケーションの熱気、リア リティに

溢れ社会性豊富な電脳空間の様子 を伝 えていた。それは、 「オフライン ・ミーテ ィング」

と呼 ばれるパソコン通信の参加者が現実に会す る機会 との相互作用によってさらに効果 を

発揮する。電子的なネッ トワーク上において 「情報 を持 っている人のほうが、情報 そのも

のよりもずっと魅力的」だ というラインゴール ドの感想はこのことを的確に表現 している。

電子的なネ ットワークが社会 に浸透する過程で、この ようなコミュニケーションの活性

化 ・濃密化が発生 している ことは無視することので きない現象なのである。一方 で、匿名

性が悪用 され多重人格の存 在が可能な仮構の世界、 リア リティが変幻 自在に紡 ぎ出される

仮想現実の世界 も確かに拡大 している。電子 メディアが創 り出す新 たなネットワーク社会

について、これらの両面を考慮に入れて語 られなければならないのは明らかであろう。

このように実践の現場か らの重要な指摘 を含んだ嘉 田 ・大西の報告であるが、それが対

象 とするのはあ くまで電子 ネ ットワーク上での出来事 に限定 されている。つ まりく仮想社

会〉とい う閉じた世界の内部 を扱 うのに止 まってお り、〈仮想社会 〉に反映 され るく地域

社会〉 という視点はあ るけれども、〈地域社会〉に反映 されるく仮想社会 〉とい う逆の視

点は取 り上 げられていない 。今後 は、電子的ネットワークが社会に浸透 してい くにつれて

く地域社会 〉とく仮想社会 〉の交差による相互作用の あ り方 を見極めてい く必要があるだ

ろう。

以上の ように代表的な先行研究 を整理 したうえで、あ らためて本稿の課題 を明確に して

おこう。

まずく地域社会〉の内部お よび外部 とのコミュニケーシ ョンに、新たなメディアとして

の電子的ネッ トワーク(特 にインターネッ ト)は どの ような影響 を与 え始めてい るのか、

その様子 を現在進行形 でレポー トしてお くことである。都市社会 ・都市文化 との相関にお

いて現代の経験が語 られる機会が多 くを占める中で、同時代の農山村へ もそれ らは確実に

浸透 していることは見逃 されてはならない。電子的ネ ッ トワークが創 り出すく仮想社会 〉

と現実のく地域社会〉 とが どのように出会い、交差 してい くのか を本稿で素描 してい きた

いo

また、こうした新たな電 子的ネ ットワークを論ずる際に、その外部から傍観的 に語るの

ではな く、参与観察者 として実践 に基づいた 「一人称」での報告 を行 うことも目的の一つ

である。社会の中に新たな経験が浸透 しつつある段階においては、抽象的な一般論以上 に、

個 々の事例 と経験に即 した記述を積み重ねることが必要であろう。本稿は、筆者 がボラン

ティアとして当初から関わって きた活動を事例 として取 り上げる。
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2山 村のインターネッ ト利用 一高知県大正町のr電脳中津川小学校』の事例一

高知県幡多郡大正町は、四万十川中流域 にある農林 業の町である。町の中心部 か ら車で

30分 ほど山の奥 に入った ところに中津川 とい う小 さな集落がある。この中津川地区によ

るインターネ ットを利用 した地域活動 を、筆者はボラ ンティアとして当初 から支援 してき

た。日本の山村 はどこで も多かれ少なかれ過疎の問題 を抱え、小 さな学校 は生徒減のため

に休校 ・廃校 にな りつつ ある状況の 中、中津川地区の小学校 も今年の春 に卒業生が2人 出

た後 は在校生が3人 だけになることか ら平成7年(95年)度 限 りで休校することに決定 して

いた。休校 になったこの中津川小学校 を、インターネ ット上の 「電脳空間」にヴ ァーチャ

ル(仮 想)小 学校 として継続 してい くことが筆者が関 わった地域活動の中心であ る。現実

の小学校は休校 となったけれども、人口流出 ・高齢化が進 む典型的な中山間地域 にある中

津川 とい う小 さな集落が近い将来、人口構成のア ンバランスを是正 し復校で きるまでの間、

「地域の心の学校」 として の仮想小学校 をインターネ ットを利用 して続けていこうとい う

ことである。 このヴァーチ ャル小学校=「 電脳 中津川小学校」は、中津川 という小 さな集

落の範囲に止 まらない空間的な広が りを持 っている。年齢や職業 ・地域を問わず参加 は自

由。同級生お よび先生 をインターネ ット上で広 く募集 している。

四万十川流域での社会調査 を進めてい く過程で、 この中津川 とい う集落 に関わ るように

なった私は、 この計画の立 ち上げからボランティアと して協力 している。以下で は、活動

に内側か ら関わった当事者 としてその途中経過 を報告 し、同時に参与観察者 として現在進

行形で起こ りつつある変容の過程 をスケッチ していきたい。

a)大正町 ・中津川地区の概況

まず、大正町お よび中津川集落の概要をまとめておこう。

大正町は、高知県の西部(幡 多郡)四 万十川の中上 流域に属す る中山間地にあ る。人口

は約3600人 で、高齢化 と人口減少が進 む典型的 な過疎の山村 といっていいだろう。65歳 以

上の高齢者が全人口の約21%(778人)を 占めているが(6)、この数値 は高齢化率が全国 トッ

プクラスの高知県内の市町村のなかでは中位に属 している。町内の土地利用状況 は林野率

が92.2%と なってお り平地 は非常 に少ない(7)。就業構造 は、一次産業従事者487人 、二次産

業527人 、三次産業813人 であり、農業 ・林業お よび建設業などが主要な産業であ る。農業

(6汰 口構 成 を 見 る と
、15才 未 満664人 、15才 ～24才228人 、25才 ～64才1960人 、65才 以 上778

人 と な っ て い る 。
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経営規模は零細で、農家一戸当た りの経営面積 は68aと なっている。山間部の ため耕地整

理 にも限度があ り小規模 な農地が多数 を占めてお り営農条件はよくない。農業 については

自給的側面が強 く、水稲 ・果樹 ・林産等 との複合経営 であ り、また建設 ・山林労働 との兼

業が大多数である。大正町から高知市 までは約100㎞ の距離があ り、公 共交通機関はJR予

土線のみ、高知市 内までの所要時 間はJR(特 急乗 り継 ぎ)で 約2時 間(8)、乗用車を用いて

も同様 に約2時 間かか り交通はかな り不便である。そのため高知市内までの通勤 は非常に

少 なく、通勤圏は近隣の窪川町 ・須崎市あた りまでである。

筆者が大正町を見た実感 として、こうした客観的デ ータ以上 に過疎化や高齢化 という言

葉 を切実に感 じている。統計的な情報だけによってはこの町の状況 を正確 に把握 するのは

困難であろうが、 日常生活 の感覚か ら見れば、多 くの要素が過疎化や高齢化 を物 語ってい

る。例えば教育 について取 り上げてみると、15才 ～24才 の占める人口が極端 に少 ないこと

から分かるように(大 正町 には普通高等学校が一つあ るものの)か な りの割合で町外の学

校 に通学す る生徒 が存在す る。公共交通機関が少な く通学 に不便な地域であるため、高知

市内の学校に行 くには下宿 や寮 に入 るのが前提 とな り、父兄の負担 も大 きい。大学 に進学

し卒業 したとして も、大卒 として充分な待遇のある就職 口は行政機関など以外 にはほ とん

ど見つけられない。 こうい った学童の教育問題は過疎化 ・高齢化のすす んだ中山間地を象

徴 しているといえよう。

高度成長期以前 には、 こうした山村 にもまだ賑わいがあった という。大正町はかつて四

万十川流域の木材 の集合地 として多 くの労働者や商人を集めた土地であ り、またエネルギー

構造が転換す る以前は炭焼 きとい う重要な山の産業 もあったのである。

中津川地区は、大正町の中心部か らさらに車で約30分 ほど奥に入 っていかなければなら

ない。四万十川の中で も最大の支流 ・梼原川に合流す る中津川に沿 って狭い1車 線の道を

遡 ってい くと山の間にほんの少 しだけ広がった平地が あ り、そこが中津川の中心集落であ

る。中津川地 区は全体で、約40戸 ・110人の小 さな集 落であ り、人口の7割 が60才 以上 と

い う高齢化が非常 に進んだ地区である。

b)中津川地区と小学校

中津川の集 落の ほぼ中心部 に中津 川小学校が ある。明治9年 に創立 され平成8年 までの

120年 間に533名 の卒業生 を送 り出 してきた小学校 である。けれ ども、平成7年(1995)度

σ1土地利用総面積19
,951haの う ち、山林18,495ha(う ち国有林が6404ha・ 国有林率34。8%)、

田180ha、 畑29ha、 樹 園地102ha、 宅地34ha。

(8)予土 線から途中の窪川駅で特急に乗 り継 ぐ
。
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の全校生徒5名 、平成8年(1996)春 に卒業生が2人 出た後は在校生が3名 となることか ら、

この年の春 を もって休校 になるこ とが決定 していた。中津 川小学校 のPTAの1人 林幸一さ

ん(36)と は四万十川流域の山村 の調査を進めてい く過程で 知 り合 いにな り、 ここか ら筆

者 と中津川の関係が始 まることになる。

林 さんは、 この中津川という小 さな集落で椎茸栽培や山林経営 などを行 ってい る若手の

専業農林家である。林 さん宅は小学校のある中津川地区の中心からまだ少 し山を奥に入っ

た森 ヶ内 とい う集落 にあ る。中津川地区の最 も奥 にあたる森 ヶ内集落は全部で8戸 。けれ

どもこの小 さな集落には林 さんの子供達3人 がお り、そ して三十代 半ばの林 さん夫婦が暮

らしていることによって、 山間の小 さな集落であって も活気があるように感 じられる。去

年までは、中津川小学校 の5名 の児童の うち、林 さんの子供達で過半数 を占めていたこと

になる。林 さんは高知市近郊の農業高校 を卒業 した後、地元にUタ ー ンした。中津川地区

そして大正町で も数少ない若手の専業農林家である。

中津川地区で は、林さん など学童の親が中心 となって様 々な地域教育活動が行 われてい

た。例 えば、子供達が管理 して養殖 したアメゴ(ア マ ゴ)を 使 っての釣 り大会や 、地元産

の木材 を賛沢に使ったログハ ウス作 りには住民の殆 どが参加 していた し、祭 りや年中行事

などの際には高齢者 と子供 達 との世代 間交流を積極的 に行っていた。 こうした地域 ぐるみ

の教育活動の中心 になって きたのは中津川小学校である。

一般的に
、過疎化 ・高齢化が進む中山間地域では、学校が様 々な意味で地域の核 になっ

ていると言える。小学校 に通 う子供達 とその親の世代 が必然的に地域活動の中心 となって

いるか らである。 この意味 で、山村 などの過疎地域に とって学校 とい う 「場」が 果たす役

割は非常 に大 きな ものがあるといえる。教育の場面 を通 しての世代間交流、あるいは地域

間交流が山村の小 さな集落 にとって貴重な機会となっているのである。

こうした地域活動の中心 の 「場」 となっていた小学校が休校 になることで、中津川集落

の人々の落胆は大 きい。毎 年の小学校の運動会には高齢者 も含めて集落のほ とん ど全ての

人が参加 していたが、学校 がな くなることによって集落の構成員が揃 って参加す る行事が

少な くなったのである。 「子供達のためには、休校 もしかたがない」 と林 さんは言 う。統

合先の学校 に行けば友達 も増えるので、子供達にとっては休校が悪だ と単純 に考 えること

は出来 ない。 しか し、子供 達 を周囲で見守って来た中津川の大人達 にとっては、小学校 に

子供がいな くなることは、地域か ら子供がいなくなることと同じで非常 に寂 しいことだと

言 う。
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c)「電脳 中津川小学校」の開校

林 さんと知 り合いになってか ら幾度か、パソコンやパ ソコン通信 についての質問 を受け

た。林 さんは既にパ ソコンを所有 してお りパソコン通信の機能に注 目していたので、山村

の地域活性化 になんとかパ ソコン通信のネ ットワーク を利用で きないかというこ とを機会

あるごとに熱心 に話 し合 うようになった。96年 の1月 、林 さんが企画して、授業時間を使 っ

て中津川小学校の児童 にインターネッ トの体験 をさせ てやることにな り、私がパ ソコンを

持ち込んでイ ンターネ ットに接続 してその世界 を子供 達に覗いてもらった。パ ソコンに電

話回線一つを繋 ぐだけで、世界中の情報、ホームペー ジを見 ることができる。この体験が

インターネッ トを非常 に身近なものに感 じさせた ようである。WWWホ ームページを作 っ

て簡単に情報発信が可能であることを目前 に見て、早 速、何 を発信するか とい うことを林

さんを中心に大正町内外の有志 と話 し合 うようになった。この場で、中津川小学校が休校

になることが話題 になった。地域の力 を失わないためにも何 らかの形で小学校 を生かす機

会が作れないか と考える中で、中津川小学校 をイ ンターネ ット上のWWWホ ームページで

ヴァーチャル(仮 想)小 学校 として続けてい くことを発案 したのである。地域の大人 と子

供が一緒 になって遊び学べ る 「場」 として、そして中津川小学校の思い出を生か し続 ける

「場」 として、そ して地域外へ向けての情報発信の手段 としてインターネット上のサ イバー

スペース(電 脳空 間)を 利用す るのである。このヴァーチャル(仮 想)小 学校 を 「電脳中

津 川小学校」 と名づ け、地域 内外 のボラ ンテ ィアと林 さんを中心 とした中津川小学校 の

PTAが 協力 して準備 を開始 した。

d)「電脳中津川小学校』の活動内容

「電脳中津川小 学校」 は、1996年6月 にインターネット上 に開校 した。

このr電 脳中津川小 学校」の活動内容を簡単にまとめると以下のようになる。

1)子供達の手で地域の紹介 を行 うこ と。地域の行事や活動 を子供達の視点 を中心 に発 表 し

てい く。

2)地元の 自然や農林 業の技術、歴史や文化 など授業内容に応 じて、最 も適 した人に先生 に

なってもらう。正規の学校 教育の枠組み にとらわれない柔軟 な構成にす る。例 えば、地元

の人に先生 になってもらったり、専門家 をインターネ ッ トで募集 した り。校長先生 は、中

津川小学校の卒業生である林 さんの祖父 ・林叶さん(82)が 務める。

3)授業 を媒介にした生徒間の交流。 中津川の生徒 と一緒 になって地域の ことを学んでい く

「電脳 同級生」 を募集する。 「電脳同級生」 には年齢制限を設けず、地域外 から誰で も参

加できる。
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4)学校休みの期間中には、電脳同級生達が実際に中津 川に集 まり、現地授業 を開催す る。

そこで他の地域 の同級生 と交流 し、 日常の インターネッ トを用 いた交流 にも繋げてい く。

ホームページ上で最初 に行った授業は、高知県生態系保護協会 ・中村滝夫 さんによる 「め

だかの話」であった。 「め だかは、誰に食べ させてもらっているので しょう?」 とい うよ

うな質問を宿題 としてインターネッ トを通 じて解答 してもらい、高知市内の小学生や都会

のサラリーマ ン、大学生な どが宿題 を提出 し、 「電脳同級生」の仲間に入 った。

そ して96年 の夏休みには 「電脳同級生」達が実際に大正町中津川小学校 に集い、小規模

な現地スクー リングを行っ た。授業の内容 は 「川で遊 び、山で遊ぶ」。東京、大 阪、高知

市内などか らインターネッ トを通 じて申し込んで きた若者や家族連れ計30名 ほどが中津川

に集 ま り、地元中津川集落か らは林 さん一家をは じめ子供から大人まで参加 し、総計50名

ほどがスク「 リングとキャンプを行 った。

また96年11月 には、去年まで小学校が開催 していた運動会を中津川地区 として存続 させ

てい くことになり、中津川 運動会が開かれた。この地 区運動会にインターネ ットを通 じて

参加者 を募 り、地区住民約60名 、地区外参加者約10名 によって盛大 に運動会が行 われた。

運動会の終わったあと慰労会で は地区内外の参加者が交流 をもった。

そ して現地での交流が終 わった後は、 日常的に顔 をあわせ ることのできない距離 を電子

的ネ ットワークが簡単 に繋いで くれる。電脳 同級生への登録者は、1996年10月 末現在、約

60名 である。

3「 地域メディア」としてのインターネ ット

上の ように山村のインターネッ ト利用の一事例 を見 てきたが、 ここでインターネ ットと

い う電子的ネッ トワークとく地域社会〉の結合に関 して具体的なまとめを行 っておこう。

まず新たな電子 メディア=イ ンターネットによって 『電脳中津川小学校』 とい う活動が

可能 になった条件 を整理 してみる。

重要な条件 としては、メディア としてのインターネッ ト(特 にWWW)を 利用する際の

コス トの低 さ、そ して自由度の高 さである。一言 に要約するなら、WWWホ ームページ自

体が一つのメディアとして考えられるので、自前のメディアという(相 対的に)自 由な表

現手段 を低 コス トで得 られ ることの意味は非常に大 きいのである。僅 かな経済的負担で、

不特定多数 を相手に情報発 信が可能なメディアを個人 的に所有で きることの重要性 は既に

数多 くの論者が指摘 してい る。公的な援助がな くて もボランテ ィアレベルで簡単 に活動を
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は じめることがで きるため にマスコミで取 り上 げられ る可能性の少ない 「小 さな情報」で

あっても、発信の意志を持 った人間が個人の レベルで 自由に情報 を発信することがで きる

のである。情報発信 コス トの低 さ、そ して表現の自由度の高 さは、社会の中で種 々の情報

の共有 を押 し進める巨大 な推進力 になっている。例 えば、アメリカ合衆国においてNGO等

の市民 レベルでの情報発信 ・共有がインターネ ットとい うメデ ィアの普及 によって非常 に

活性化 してい る様子 を岡部一明がrイ ンターネッ ト市民革命」の中で報告 している【岡部

,1996】。 こうした自由度の高 さが逆に様 々な問題 も産み出 していることは忘れ てはならな

いが、メディアとしてのイ ンターネッ トの特性 として最 も注目すべ き点であるこ とに異論

はないであろう。 「地域メデ ィア」 としてのコス トの低 さは、CATVの 導入 と比べ てみる

とよりはっきり分かるだろう。

「電脳中津川小 学椥 は、林さんなどとの話 し合いの中からまった くの思 いつきで始 まっ

た。公的な機関や行政の介在な しに個人 レベルで動 き始めたため、自由に柔軟 に企画 をた

て速やかに実行す ることがで きたのだと言える。実際 、インターネッ トにホームページを

開設するだけならそのコス トは驚 くほど低い。パソコンを所有 し使用 している人 ならば、

プロバイダー との契約費用お よび月々の通信費数千円がかかるのみである(9)。既 にインター

ネッ トを利用 している人な らばす ぐに、そ して過度の負担な くホームページとい うメディ

ァを持つ ことができるのである。

また、 インターネ ット等 の新 しい電子 的メデ ィアは、〈仮想社会 〉とい う新 たな空間の

形成 を可能にする。そこでは実社会から離れた新たな社会関係 を自由に構築す ることがで

きる。この自由 さを強調 した使用 ももちろん可能であるが、r電 脳中津川小学校 」のよう

に現実の山村社会 を反映 し現実 と接点 を保ちなが ら、不足する要素 を架空の もの として電

脳空間の特性 を生 かすといった使い方 もできる。 この点 については次章で詳 しく展開する。

そ して、コンピュータ ・リテ ラシーあるいはメデ ィア ・リテラシー と地域社会の関係に

も注 目す る必要がある。今後の電子メディアの発達 とともに、このリテラシーの差が情報

の決定的な格差 を産み出す とい う危険性が一般に指摘 されている。具体的には、世代間 ・

年代間の格差や性別による差が問題にされてお り、メディアの個人化(パ ーソナル化)も

同様の問題 と考えれ らている[東京大学社会情報研究所,1996,】。特に高齢化社会 に向か う日

本では、今後 この問題が顕在化 して くるはずである。

しか し、この 「電脳中津 川小学校」は極めて稀少 な例外か もしれないけれ ども、こうし

(9》プ ロバイ ダー とは
、インターネッ トへの接続 をサ ービスする業者 の総称 である。 ここ数

年の間に日本の インターネッ ト環境 は激変 し、地方においてもか なりの程度イ ンターネット利用環

境が整 って きたといえる。1996年 には各都道府県内に複数の接続業者が営業 を行 っている。
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た不安 を取 り除いていく方向 を指 し示 しているのではないだろうか。中津川地区において、

パソコンを家庭 に所有し使用 しているのは、現在のところ林幸一 さんのみである。しか し、

「電脳中津川小学校」は集落=コ ミュニティを中心に した活動であ り、極端 に言 えば住民

のうちただ1人 だけで もパ ソコンを使 うことがで きれ ば成 り立つ活動だ と考 える ことがで

きる。住民 はパ ソコンを所有 してな くとも、様々な形 で 「電脳中津川小学校」に参加する

ことが可能 なのである。例 えば、高齢者は村の歴史 を語った り藁細工 を教えるこ とで 「電

脳 中津川小学校」の 「先生」 とな り、林業家は森の話 を語 る 「先生」 とな り、女 性は地元

の素材 を用いて作 る郷土料理の 「先生」 となる。 コミュニテ ィの構成員が、それぞれの形

で多様な関わ りを構築 してい く。この ような参加形態 は、都市化の進 んだ個人社会ではか

なり難 しい課題だ と考 えざるを得 ないけれ ども、農山村 とい う地域社会の核が存 在するコ

ミュニテ ィにおいては、それほど不可能なものではない。コンピュータ ・リテラシーの格

差 を現実のコミュニテ ィの機能が補 ってい く形で、 「電脳中津川小学校」の活動 は進んで

いると言っていいだろう。

4〈 地域社会〉とく仮想社会〉

次 に、インターネッ ト等 の電子 メディアとく地域社会 〉についてのよ り抽象的 な次元の

考察 に進 もう。

現在の電子メデ ィア社会論 ・インターネッ ト論 においては、サイバースペース(電 脳空

間)の なかでの人々の結びつ き ・コミュニケーシ ョンが 中心的な議題 となってい る。多 く

の論者 は、インターネッ トが創 り出す 「仮想共同体(ヴ ァーチ ャル ・コミュニテ ィ)」 に

言及 しその可能性 について の考察が溢れている。 しか しこれらの議論 には、〈現 実社会〉

と〈仮想社会 〉との相互作用 を積極的に取 り扱 う視点が欠けているのは上で も触 れたとこ

ろである。

ラインゴール ドの 「バーチ ャル ・コミュニティ(71陀W励 昭'Co7π配既め,)」[Rheingold,

1993】は、そ もそ も著者の関わ った地域パ ソコン通信ネッ トワークについて当事者の立場

で報告 した ものであった。そこでは、地域 というコミュニティをベースにした様 々な活動

が行われ、地域 コミュニティの存在の上に 「バーチ ャル ・コミュニティ」が活性化 し可能

性を持つ という方向の議論であった。ラインゴール ドは、また 「バーチャル ・コミュニティ

(跣εW融 αJCo㎜ 麗πめ,)」 の中でほぼ一章を割 き日本のネッ トワークについて触 れてい

るが働 、そこで中心的に取 り上げ られているの も、大分県のCOARAと いう地域ネ ットワー

クの事例である(11)。このように 「バーチャル ・コミュニティ」 に参画 した当事者 による報
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告 は、現実の社会、地域社会 との相互作用的 ・相互依存的関係 を前提 にしているのに対 し

て、最近の電子 メディアに関す る社会学 的な議論 においては、 「バ ーチャル ・コミュニ

ティ」 を現実社会 との関係か ら切 り離 された仮想空間内に閉じこめようとす る傾向が強い。

しか し、既 に吉田が指摘 しているように「吉田,1995】、 「〈仮想社会〉とく現実社会〉と

のあいだの相互浸透」こそ社会学的に重要な課題 と考える必要がある。電子 メデ ィアによっ

て変容 してい く現代社会の なかでは、〈仮想社会〉 とく現実社会〉の関係 は無視 すること

の出来ない重要な領域 を形成 しているのだと考えなければならないのではないだ ろうか。

このような観点か ら、r電 脳 中津川小学校」の事例 を検討 してみ よう。

「電脳中津川小学校」の活動が示唆するのは、インターネッ トのような新 しい電子的メ

ディア とく地域社会〉のあいだに柔軟な関係=ネ ットワークを構築 していく可能性である。

過疎の山村の小 さな集落に とって、インターネットという電子的メデ ィアは地域 と人 とを

結 びつける手段 として非常 に重要な役割を担いは じめている。〈仮想社会〉とく地域社会

〉の双方が互いを求め合 う形で相互浸透 しているのである。サイバースペース(電 脳空間)

上の 「電脳 中津川小学校」 とい うく仮想社会〉は、地域の人々の心のよりどころ とな り、

また同時に都会の 「電脳 同級生」達の想 いを仮託する場 となっている。この意味で、r電

脳 中津川小学校」はく仮想社会〉とく地域社会〉双方のインターフェイス(境 界 面 ・接触

面)と 捉えることがで きるだろ う。地域の象徴 として の仮想小学校 をインターネ ット上の

電脳空間 に創 り出す。そ して同時 に、地域外 に開かれ た場所 としての仮想小学校 に電脳空

間を通 じて人々が繋が りあ う。r電 脳中津川小学校」 というヴァーチャルな空間 に人々が

集ま り、そ して現実の社会 関係 を結ぼうどしているのである。地縁 ・血縁 など従来の社会

関係 とは全 くレベルの違 う新たな関係が始 まり、〈地域社会〉内外のコミュニケーション

が活性化 ・濃密化 してい く。

電脳空間は全 く新 しい 「仮想共同体(ヴ ァーチャル ・コミュニティ)」=〈 仮想社会〉

を創 り上げるもので もあるが、同時に既存のく地域社会 〉との相互浸透によってく地域社

会 〉自体 を拡張させ もするのである。r電 脳中津川小学校」で得 られるリアリテ ィは、電

脳空間上にあ りなが ら単 なる仮構のみではない。 「電脳中津川小学校」には現代 の山村の

生活が反映され、 「そこにあるもの」 としてのリアリテ ィを失 っていないのである。また、

実際に中津川の現地スクー リングに参加 した人々は、中津川の集落、そこで暮 らす人々と

出会い、その体験 を持ちながらr電 脳中津川小学校」というく仮想社会〉に参加 している。

(m依heingold
,1993】第7章 「日本 とザ ・ネッ ト」参照。

(11)大分 県のCOARAに ついては
、その設立の経緯か ら【尾野,1994】に詳 しく報告 されている。
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そこで共有 され得 るのはく地域社会〉のリアルな情報、例 えば地域 としての歴史や記憶 ま

でも含 まれる。この意味では、電子的メディアがうまく浸透 した新たなく地域社会〉とは、

「時間 ・空間的な脱文脈性」[吉見,1994]と い う特性を生か しつ つ、時間や空間を再文脈化

し再構築 してい くとい う往 復運動から産み出されるものであると考 えられるだろ う。 「電

脳中津川小学校』は、現実 を反映 しなが ら戦略的に再構成 されたフィクション=仮 構 とい

う形でく仮想社会〉とく現 実社会〉のインターフェイスとな り、両者 を相互浸透 させてい

るのである。

この 『電脳 中津川小学校 』の事例が示唆 しているのは、電子 的メデ ィア ・ネッ トワーク

は新たな関係性 を創 り出す だけではな く、既存 の社会関係 を豊 かにする可能性 を多分 に含

んでいるということである。とすれば、農山村の ようなく地域社会〉 としての核が存在す

るコ ミュニティは、 日常生活の リアリティを引 き継 ぎなが ら新たな社会関係=<仮 想社会

〉に積極的に対応 していけるはずである。 もちろん個 々のく地域社会〉の差は明 らかに存

在 してお り幾つかの条件 を満たす必要があるけれ ども総体 として、〈地域社会 〉 とく仮想

社会 〉の距離はそれほど遠 く離れているわけではないのだろう。

電子的 メディアによるコ ミュニケーシ ョンは、閉 じられた世界の内部に止 まっているわ

けではなく、〈現実社会 〉 との相互作用の産物であるということを忘れてはならない。メ

ディアの中を飛 び交 う電子 的記号は、単なる記号では なく、生身の人間が意味 を込めて用

いる、つ まりコミュニケーシ ョンの一部 なのである。

おわ りに

本稿では、山村のインターネ ッ ト利用の事例(r電 脳中津川小学校」)を 取 り上げ検討

して きたが、新 たな電子的 メデ ィア ・ネッ トワーク経験 の 「始 まり」 を報告す ることで精

一杯であ り展 開が不十分 な点 も幾つかある。一つのく地域社会 〉のモノグラフと しては厚

みのない非常にラフなスケ ッチであるし、〈地域社会 〉と電子的メディア ・ネッ トワーク

の相互浸透 という新 しい経験 を追 うために手探 りで進 んでいかなければならない部分 も多

い。けれ ども、インターネ ットなどの新 しい電子的メデ ィアと社会についての議 論におい

てく地域社会〉 とい う場 を見失 わない ようにす るため に、一つの素材の提供を行 った とい

う意義 はあるのではないか と考える。 もちろん今後 も調査 を継続 し、その後の展 開をフォ

ロー してい くこ とが必要であるのは言 うまでもないだろう。

さらに、従来、農山村 を対象 にした研究の視線は、主にイエやムラといった社 会的制度

や社会構造に向けられてきたのであるが、新たなコミュニケーションの可能性が広が って
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きた現在か ら振 り返って もう一度、農山村 におけるコ ミュニケーションの変容を社会史的

に捉 えてお く必要がでて きたのではないだろうか。
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    Communication and the Internet 

    in Japanese Rural Communities : 

`Local Community' and `Virtual Community'

Kenya NOZAKI

     There are many studies and arguments about today's changes in our society and our 

communication owing to the Internet and `the Cyber Space'. They tend to think that the 

Internet as a new medium produce `new' style of communication, and it should be related to 

business or the culture of urban life and the young. But we need to observe the other fields in 

today's Japanese society, for example rural communities and our everyday life. Then we can 

consider the changes and what the `new' communication is. This article is a report of my 

fieldwork about one `local community' starting to use the Internet recently. 

     'Cyber Nakatsugawa Elementary School' opened in the internet as a virtual School on 

the Web May 1996 . Nakatsugawa is a small mountain village by the Shimanto River in 

Kochi Prefecture. In Nakatsugawa Village there was an elementary school, but it was closed 

for the time being because of the decrease of children. The depopulation of the villages in 

almost all Japanese mountain areas is getting worse and has become the serious problem. 

Many small villages are threatened with extinction by the depopulation. In this situation the 

school has an important role for the community. So the people and the parents in Nakatsugawa 

village opened 'Cyber Nakatsugawa Elementary School' as a spiritual school of the community. 

Some volunteers cooperate with them and I am taking part in this project. 
     'Cyber Nakatsugawa Elementary School' has made a relationship between the people 

living in Nakatsugawa village and the people coming together through `The Cyber Space' 

the internet. They communicate with each other by using the network, and sometimes they 

meet together at Nakatsugawa. This kind of relationship has been producing new style of 

using network, for example the people who cannot use computer, especially aged people, can 

join the network thanks to the power of the local community that maintains warm hearted and 

face to face communication.
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